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▼ 最新の印刷技術を活用してもらいたい
★ CTP(Computer to Plate)印刷方式による高精度制作
★ 色域再現が最も広い（1%のアミまで網羅）

▼ DTPに最適なカラーチャートにしたい
★ 実用的なプロセスカラーチャート
★ カラーチャートを含めて各種データはGEKのホームペー
ジからダウンロードできます

★ 35%以下の淡色（パステルカラー）も豊富に収録
★ DTP用の資料が充実

▼ カラーチャートの構造自体を進化させたい
★ ほぼ全ての色域を一覧（ワンルック）できるよう独自の
構造で凝縮した色見本帳

▼ DTPの秘訣集(ついうっかりをなくすために)
★ トラブル事例
★ 基本
★ ここをチェック
★ Tips
これを参考にすれば、グループ内のDTP作法が統一できる！
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調子再現資料�
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プロセス4色の中で、2色ずつを掛け合わせたチャートです。
1ページ単位で、上段にパステルカラー、下段にスタンダード
カラーを収めました。

▼2色カラーチャート見本（縮小）

4



0 305 10 20 40

80

100

0

30

50

5

10

20

40

60

70

90

CHART　07 Y版の配列�

0 5 10 20 30 40

50 60 70 80 90 100

0 5 10 20 30 40

50 60 70 80 90 100

12

50 9060 70 80 100

0～100 0～100 0
CHART

07
M

0～100
C Y K

13

0 51 2 3 7

25

35

0

5

10

1

2

3

7

15

20

30

CHART　08 Y版の配列�

0 1 2 3 5 7

10 15 20 25 30 35

0 1 2 3 5 7

10 15 20 25 30 35

14

10 3015 20 25 35

0～35 0～35 0
CHART

08
M

0～35
C Y K

15

▲CHART08

▲CHART07

3色カラーチャートのページ

10 2 3 5 107 15 20253035

50 10 20 30 5040 60 70 80 90100

パステル　CCMMYY

スタンダード CCMMYY

5



0 305 10 20 40

80

0

30

50

5

10

20

40

60

70

CHART　07 Y版の配列�

0 5 10 20 30 40

50 60 70 80 90 100

0 5 10 20 30 40

50 60 70 80 90 100

▲C版　30%

▼原寸�

▼分色（縮小）�

▲M版　50% ▲Y版　0～100%

プロセス4色の中で、3色ずつを掛け合わせたチャートです。
従来のカラーチャートは、Y版の階調違いでページが分かれて
おりましたが、ONE LOOKでは1見開きに凝縮し、一目で縦
覧できるようになりました。
1見開き単位で、スタンダードカラーと、パステルカラーに分
けてあります。

▼3色カラーチャート見本（左ページ縮小）
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白線�
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▲C版　30% ▲M版　30% ▲Y版　0～100% ▲K版　10・20%

3色カラーチャートの体裁を基本として、さらに墨（Ｋ版）を
刷り重ねたチャートです。色コマ1つずつに対して上下2段階
でK版を重ねています。
墨はある程度以上濃いと他のインキが重なっていても黒くつ
ぶれてしまうため、3、8%（パステルカラー）、10、20%
（スタンダードカラー）の4段階にとどめています。
1見開き単位で、スタンダードカラーと、パステルカラーに分
けてあります。

▼4色カラーチャート見本（左ページ縮小）
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カラーチャートがワンルックできる効用
画像の色調補正を行う際に、Adobe Photoshopなど
では右のように補正前後の値が確認できます。
画像の中から代表的な色を数色選んで、カラーチャー
ト・ワンルックに付箋紙などでマークすれば、実際の刷
り色の変化が体系的に把握できます。
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▼調整前 ▼調整後

カラーチャート・ワンルックは、従来型のカラーチャート1冊分を、
1見開に凝縮しており、品名の由来ともなった新機軸が盛り込
まれています。
このメリットは、ページをまたぐ煩わしさを軽減することも
挙げられますが、プロセスカラー印刷の全色域を一目で縦覧
することが可能となり、全体的に色調を把握できる特異な効
果が得られることとなりました。
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［データ頒布］のご案内
ワンルックに収録されているカラーチャート・写真等の画像
データや外字検証用データなどは、弊社のホームページから
ダウンロードすることができます｡併せてご利用ください｡
アドレス　http://www.gek.co.jp/one look/

アップロードしているデータの内容
●カラーチャートのデータ（計16ファイル）
CHART01～10
特別チャート01

●画像データ（計10ファイル）
GEK-P001～10

●外字データ（計2ファイル）
GAIJI_01～02

※1998/8/1現在

カバーマスクの使い方と効用
「ワンルック」で見るように設計されたカラーチャートは、付属のカ
バーマスクで覆うことで、Y版の濃度が均一な色調だけを表示できる
ようになります。
カバーマスクは、リバーシブルで片面は黒バック、裏面は白バックに
なっています。
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写真資料　01

22

10%濃度(26-255) 20%濃度(51-255) 30%濃度(77-255) 40%濃度(102-255) 50%濃度(128-255)

0～100 0～100 0～100
写真資料

01
M

0～100
C Y K

23

60%濃度(153-255) 70%濃度(179-255) 80%濃度(204-255) 90%濃度(230-255) 100%濃度

GEK-P001

GEK-P002

GEK-P003

GEK-P004

GEK-P005

写真資料　02
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▲写真資料01

▲写真資料02

▲特別チャート01（実物は蛍光インキのカラーチャート）
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デザイナーのDTPワークが製版作業の分野に拡大したことを
鑑みて、カラーチャート以外にも、写真の濃度変化チャート、
蛍光色のカラーチャートなどを収録しています。
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▲ オリジナル画像　
C･M･Y･K無修正
本誌自体がCTP方式を採用しているため、
1%等の微細な網点も含めて調子再現性に優れ
ている。

▲ 濃度切り捨て　
C･M･Y･K全版の2%未満を0%に切り捨て。
無修正のオリジナル画像を一旦フィルム出力
してから印刷した場合に近似。

▲ 濃度アップ　
最低濃度をC版は2%、M･Y･Kは1%にアップ。

▲ 濃度アップ　
最低濃度をC版は3%、M･Y･Kは2%にアップ。
フィルムを介する印刷方式の場合は2%以下の
微細な網点が再現されにくく、ハイライト部
分の階調がとんでしまう傾向がある。そこで、
あらかじめ画像の最低濃度を2%程度にアップ
することが基本。

GEK-P004

GEK-P005

▲ 階調 0→100％
本誌自体がCTP方式を採用して
いるため、
0～1%付近の調子も比較的なめ
らかに再現されている。

▲ 階調 0・2→100％　
グラデーションを2%から開始し
てみた。
データには0～100%までのグラ
デーションを設定し、一旦フィル
ム出力してから印刷した場合に近
似する。0～2％までのグラデの
立ち上がり部分で階調がとんでし
まう。

▲ 階調 2・2→100％　　
本来0％にしたい最低濃度を2%
から開始。
本誌がCTP方式で印刷されている
ため、2%の色も着くが、フィル
ムを介する印刷方式の場合は、こ
の2%が実際は着肉しにくいため、
このようにデータを作くれば0～
100%までのグラデーションら
しく刷られる。

調子再現資料

▲ 階調 1・1→100％　
本来0％にしたい最低濃度を1%
から開始。

▲ 階調 0→1→100％　
いかに刷版にCTP方式を採用した
とはいえ、上図のように広範囲に
0→1％のグラデーションを再現
させることは酷に過ぎるかもしれ
ない。

● 写真資料01～02
画像の濃度補正の作例として、10～100%までを段階的に変化させた写真資
料を収録しました。
マシンごとに画像の調子再現が異なりますので、ご自分のモニタで目視する際
の基準になります。
画像データのファイル名が各画像の下に表記されていますので、弊社ホームペ
ージからダウンロードして、ご利用下さい。
画像の濃度については、Adobe Photoshopなどで操作できるように参考値を
表記しています。

● 特別チャート01
刷り色インキを通常のプロセスカラーから蛍光色に換えて印刷したカラーチャ
ートです。このパンフレットは通常のプロセスセットインキで印刷しておりま
すので残念ながら、実際の色調をお見せできませんが、実物は、驚くほど鮮や
かな色調となっています。
DTPでご使用のモニタやインキジェットプリンタなどは、往々にしてプロセス
カラー印刷物よりも、発色が鮮やかなようです。
中でも、インキジェットプリンタは、蛍光色のような発色をしているものが多
く見られます。しかし、インキジェットで出力したカラーカンプのような色調
に印刷するためには、印刷インキを蛍光カラーインキに置き換える必要が理解
できます。

*［採用インキと刷り順］ Ｋ→Ｃ→Dsピンク→Ds黄

● 調子再現資料
写真画像などの最低濃度を2%程度に上げるノウハウがあります。
ここでは、最低濃度を2%前後に調整した写真やグラデーションを作例にして、
画像の濃度の低い部分（ハイライト部・グラデの立ち上がり）などの変化を比
較しながら解説しています。

▲調子再現資料
12



40

＜トラブル6＞　オーバープリント＆トラッピング関連
印刷したら画面表示と違って、下の色と重なり濁った色になって
いる部分ができたり、逆に色の境目に白い部分ができてしまう。

＜原因＞
これらは、正しくオーバープリントと、トラッピングが設定されていな
いために起きるトラブルです。
濁った色になった方は、誤って全体にオーバープリントを指定してしま
ったために起きる現象ですし、白い部分ができてしまった方はトラッピ
ングを設定していないか、設定した幅が狭すぎたために起きる現象です。

＜基本＞
オーバープリントとは、色を重ねて刷る指定のことです。日本語の略称
はノセです。
トラッピングは、印刷時に版がズレても紙白が露出しないように文字や
図形を微妙に太らせ、その縁だけに対して背景色とのオーバープリント
を施すことです。日本語の略称はケヌキです。毛の1本分くらい縁を太
らせ、重なる部分を作り、版ズレ対策としたことが語源のようです。
一般的にはK版（墨）の文字には、オーバープリントをし、それ以外の
色の文字やオブジェクトには、バックの色を薄めにオーバープリントし
たり、トラッピングの処理をすることが多いようです。K版（墨）の文
字をオーバープリントをするのは、K版は他の色と混ざってもほとんど
影響がないためです。それ以外の色の場合、別の色が混ざると明らかに
色が変わったのがわかります。版ズレ対策のトラッピングは太らせて重
ねる処理ですから、できればしたくないのですが、現状の印刷では、ど
うしても多少の版ズレは避けられません。そのための処置としては、全
体への影響が少なくてすむ方法としてバックの色を薄くまぜたり、トラ
ッピングが行われるのです。
ただし、次ページの実験でも理解できるように、小さな文字などをケヌ
キ合わせしようとすると、トラップ幅をかなり狭くしなければ、文字の
色や形が大きく崩れてしまいます。とはいえ、0.05mm(0.141pt) よ
りも狭くしたのでは、現行の印刷精度の許容範囲のズレよりも小さい幅
ですから、トラップ処理としての意味がありません。また、反対色どう
しがトラップ処理されると減色混合の論理通り濁った暗い色の縁がつい
てしまいます。
このことから、小さな文字などは、できるだけオーバープリントにする。
デザイン的にも色調を配慮したトラップ処理を施すということが挙げら
れます。

＜ここをチェック＞
最終出力の前に、手持ちのPostScriptプリンタで分版出力するか、分
版合成出力できるカラープリンタで出力する。
オーバープリントとトラッピングについては、通常画面では確認できま
せん。そこで実際に分版出力してチェックするのが最も手軽な方法です。
オーバープリントが指定されていれば、バックに当たる部分の色の版に
は何も影響がありません。また逆に、オーバープリントでなければ、ノ
ックアウト（略称　ヌキ）です。従って、そのオブジェクトの形にバッ
クに当たる部分の、色の版に透明な部分ができます。
また、分版合成出力とは、版ごとのデータを作成したあと、実際の印刷
と同じように色を重ねて出力する方法で、一部のカラープリンタが対応
しています。残念ながらすべてのソフトで可能ではありませんが、
QuarkXPressとPageMakerであれば、この出力ができます。この方
法の利点は実際に色がついた状態で見ることができるためオーバープリ
ントの状態が分かりやすいほか、細かなトラッピングの状態まで確認で
きることにあります。ぜひとも試してください。

＜Tips＞
トラッピングは薄い色の方を濃い色の方に広げる。
濃い色のオブジェクトの縁を薄い色の方に広げるトラッピングを行う
と、そのオブジェクトが大きくなったように見えます。逆に薄い色のオ
ブジェクトを濃い方に広げても、大きくなったようには見えません。そ
のため、特殊な効果を狙う時以外は、薄い色の方を濃い方に広げるとい
いでしょう。

ノックアウト(ヌキ)

オーバープリント�
（ノセ）�

M100

▼丸いイラスト�

▲背景の写真�

ノックアウト(ヌキ)
▼丸いイラスト�

▲背景の写真�

ノックアウト(ヌキ)
▼丸いイラスト�

▲背景の写真�

▼丸いイラスト�

▲背景の写真�

▼ 各版の分色

▼トラッピングの説明図

▲目的の表現 ▲星型のイラストにトラッ
プの処理がないため、版ズ
レで紙白が露出

▲星型のイラスト全体がオ
ーバプリントされているた
め、他の版が透けて濁って
しまう。

▲この図はトラップの説明図です。実際のトラッ
プ幅はこの図ほど広くしません。
適量の幅については、右ページの実験を参考に
して下さい。

  チョーク・トラッピング�
（トラッピングの領域縮小）�

  スプレッド・トラッピング�
（トラッピングの領域拡大）�

  オーバープリント�
（全面ノセ）�
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Illustratorのトラップフィルタを使ってトラップを作成した場合

太さ0.15pt

[トラップフィルタ]の設定　太さ0.1pt　高さ/幅100%　濃度の減少40%

太さ0.5pt　濃度の減少25%

太さ0.2pt

太さ0.3pt

太さ0.5pt　濃度の減少10%

太さ0.5pt　濃度の減少50%

太さ0.5pt　濃度の減少100%

▼書体　Times-Roman／Helvetica-Regular／Helvetica-Bold�
　色　　バックY100・文字M100　�
�

＜トラブル7＞　オーバープリント＆トラッピング関連
QuarkXPress上で入力した文字が、出力したら太って潰れる。

＜原因＞
これはQuarkXPressのトラップの初期設定に原因があります。
QuarkXPressではK100%の文字はオーバープリントに、それ以外の
ものについては“0.144pt”のトラップが、初期設定されています。
この設定が場合によっては、バックが白でも、色文字に対しても適用さ
れてしまうことがあります。そのため、文字がトラップされて太くなり、
分版出力すると、文字が太って潰れたようになることがあるのです。

＜基本＞
環境設定のトラップでは自動値を“0pt”にしておき、[トラップパレ
ット]を用いて、必要なところだけ個別に指定するようにしましょう。
下に[トラップパレット]を使用して、さまざまな処理をした例を掲載し
ています。文字のサイズにもよりますが、トラップを施す幅が広すぎる
と文字がつぶれてしまうことがわかります。
なお、“0.144pt”のトラップ幅が自動設定されているのには理由があ
ります。印刷の品質管理上で、許容範囲とされるズレ幅をわずかにカバ
ーする幅なのです。

QuarkXPressのトラップパレットを使ってトラップを作成した場合
トラップ環境設定は、自動トラップの方法：絶対、自動値：0.144pt,、プロセストラップ：オン

7pt美しい文字 10pt美しい文字 14pt美しい文字
7pt美しい文字 10pt美しい文字 14pt美しい文字
7pt美しい文字 10pt美しい文字 14pt美しい文字
[バックグラウンド]-[デフォルト]“オーバープリント” [テキスト]-[オーバープリント]

7pt美しい文字 10pt美しい文字 14pt美しい文字
7pt美しい文字 10pt美しい文字 14pt美しい文字
7pt美しい文字 10pt美しい文字 14pt美しい文字
[バックグラウンド]-[デフォルト]“オーバープリント” [テキスト]-[ノックアウト]
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[バックグラウンド]-[デフォルト]“オーバープリント” [テキスト]-[カスタマイズ]“0.3pt”
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[バックグラウンド]-[デフォルト]“オーバープリント” [テキスト]-[カスタマイズ]“1pt”
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[バックグラウンド]-[デフォルト]“オーバープリント” [テキスト]-[カスタマイズ]“0.5pt”
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外字PostScript出力表 M 中ゴシック BBB
シフトJIS 8540～8890

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
8540 ! " # $ % & ' ( ) * + , - . / 0
8550 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = > ? @
8560 A B C D E F G H I J K L M N O P
8570 Q R S T U V W X Y Z [ ¥ ] ^ _
8580 ｀ a b c d e f g h i j k l m n o
8590 p q r s t u v w x y z { | } ‾ ｡
85A0 ｢ ｣ ､ ･ ｦ ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ ｬ ｭ ｮ ｯ ｰ ｱ
85B0 ｲ ｳ ｴ ｵ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ ﾀ ﾁ
85C0 ﾂ ﾃ ﾄ ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ ﾏ ﾐ ﾑ
85D0 ﾒ ﾓ ﾔ ﾕ ﾖ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ ﾜ ﾝ ﾞ ﾟ ヰ ヱ
85E0 ヮ カ ケ ヴ ガ ギ グ ゲ ゴ ザ ジ ズ ゼ ゾ ダ ヂ
85F0 ヅ デ ド バ パ ビ ピ ブ プ ベ ペ ボ ポ
8640 ｠ 〝 〞 ─ ━ │ ┃ ┄ ┅ ┆ ┇ ┈ ┉ ┊ ┋ ┌
8650 ┍ ┎ ┏ ┐ ┑ ┒ ┓ └ ┕ ┖ ┗ ┘ ┙ ┚ ┛ ├
8660 ┝ ┞ ┟ ┠ ┡ ┢ ┣ ┤ ┥ ┦ ┧ ┨ ┩ ┪ ┫ ┬
8670 ┭ ┮ ┯ ┰ ┱ ┲ ┳ ┴ ┵ ┶ ┷ ┸ ┹ ┺ ┻
8680 ┼ ┽ ┾ ┿ ╀ ╁ ╂ ╃ ╄ ╅ ╆ ╇ ╈ ╉ ╊ ╋
8690 ′ ¨ ` ‶ [ ] 〈 〉 《 》 『 』 【 】 ‒ �
86A0 � � ─ ━ │ ┃ ┄ ┅ ┆ ┇ ┈ ┉ ┊ ┋ ┌ ┍
86B0 ┎ ┏ ┐ ┑ ┒ ┓ └ ┕ ┖ ┗ ┘ ┙ ┚ ┛ ├ ┝
86C0 ┞ ┟ ┠ ┡ ┢ ┣ ┤ ┥ ┦ ┧ ┨ ┩ ┪ ┫ ┬ ┭
86D0 ┮ ┯ ┰ ┱ ┲ ┳ ┴ ┵ ┶ ┷ ┸ ┹ ┺ ┻ ┼ ┽
86E0 ┾ ┿ ╀ ╁ ╂ ╃ ╄ ╅ ╆ ╇ ╈ ╉ ╊ ╋ � �
86F0 � � � � � � � � � � � � �
8740 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
8750 ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ � ㍉
8760 ㌔ ㌢ ㍍ ㌘ ㌧ ㌃ ㌶ ㍑ ㍗ ㌍ ㌦ ㌣ ㌫ ㍊ ㌻ ㎜
8770 ㎝ ㎞ ㎎ ㎏ ㏄ ㎡ � � � � � � � � �
8780 〝 〟 № ㏍ ℡ ㊤ ㊥ ㊦ ㊧ ㊨ ㈱ ㈲ ㈹ ㍾ ㍽ ㍼
8790 ≒ ≡ ∫ ∮ ∑ √ ⊥ ∠ ∟ ⊿ ∵ ∩ ∪ � � �
87A0 � � � � � � � � � � � � � � � �
87B0 � � � � � � � � � � � � � � � �
87C0 � � � � � � � � � � � � � � � �
87D0 � � � � � � � � � � � � � � � �
87E0 � � � � � � � � � � � � � � � �
87F0 � � � � � � � � � � � � �
8840 � � � � � � � � � � � � � � � �
8850 � � � � � � � � � � � � � � � �
8860 � � � � � � � � � � � � � � � �
8870 � � � � � � � � � � � � � � �
8880 � � � � � � � � � � � � � � � �
8890 � � � � � � � � � � � � � � � 亜
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＜トラブル8＞　解像度関連
画像にジャギーが目立つ

＜原因＞
これは画像自体の解像度が低いことが最大の原因です。
インターネットのホームページ用の画像は、ほとんどが72dpiという低
い解像度ですが、美しく表現されます。これは出力装置であるモニタの
解像度自体が低いためと、色を画素（ピクセル）自体が直接表現してい
るためです。しかし、印刷物は色の網点を組み合わせて、さまざまな色
を表現するため、正しく網点ができる解像度がないと、ジャギーが目立
つことになるのです。最近は、ホームページ用の粗い画像データを印刷
物に流用するケースもありますが、これは考え方が逆です。むしろ、印
刷物用の高い解像度のデータを元に、ホームページ用の粗いデータを作
成するようにすべきです。
仮に、ホームページの画面と同じくらいの大きさで、印刷するとしても、
ホームページ用の粗い画像には、適性な密度がありません。

＜基本＞
使用サイズで線数の2倍以上の解像度となる画像を使用する。
通常、印刷は網点での表現となるため、正しい網点が構成できる解像度
（線数の2倍）が必要となるのです。したがって、線数が175線ならば
350dpi、150線ならば300dpiが必要となるのです。最近は画像補間
の技術が進んだため、もう少し低い解像度でも何とか美しい仕上がりと
なるようになっていますが、できれば線数の2倍の解像度を確保するこ
とを薦めます。もちろん拡大する場合は、拡大した分だけより高い解像
度が必要となります。
また、解像度が高ければいいといっても、低い解像度のデータをリサイ
ズして見せかけの解像度を上げても、意味はないので注意しましょう。

＜ここをチェック＞
画像データの容量と使用サイズが分かれば、そのデータが適切な解像度
を持っているかどうかが、おおよそわかります。
CMYKモードで350dpiのEPSデータの場合、A4フルサイズでほぼ
60MBとなります。したがってA4の半分程度の画像であれば30MB、
4分の1で15MBとなります。ですから、それよりも小さいデータでは、
十分な解像度がないことになります。

＜Tips＞
● DCS形式のデータの場合は、分版合成出力を行う。
DCS形式のEPSデータを貼込んだ場合、そのまま出力したのでは、十
分な解像度があるにも関わらず、プレビュー用のマスターファイルのデ
ータで出力されてしまうため、ジャギーの目立つ画像しか出力されませ
ん。この場合は、分版合成出力をすると、それぞれの版ごとに本データ
を読み込み、それを重ねてプリントするため、本来の解像度で出力され
ます。出力時間の面で優位性のあるDCS形式を使用したいが、普通に
出力した時に画像が汚くて、と困っている方は是非とも試してみてくだ
さい。

● 基本は印刷線数の2倍というのが支配的ですが、データの解像度は印
刷線数の√2倍（1.414倍）で、充分という見解があります。175線
ならば約250dpiとなります。
あるいは、そういった計算とは関係なく、絵柄によってジャギーの目立
ち易いものや逆の場合もありますし、画像の補間方法も影響があります。
右には、72・175・200・250・350dpiと5段階の解像度の例に対
して補間方法を3種類ずつ掲載しています。

▼ 350dpi       GEK-P004

写真右下の記号は、
Photoshopの補間方法です。
Aーバイキュービック
Bーバイリニア
Cーニアレストレイバー

本書は175線の印刷物です。

A

▼ 175dpi ▼ 72dpi

▼ 250dpi ▼ 200dpi

A

B B

C C

A A

B B

C C
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＜トラブル9＞　解像度関連
グラデーションに階調の段裂がでる。

＜原因＞
DTPのデータは画像濃度の0～100%までを100段階よりさらに細かい
256段階にして扱っています。当然、出力の際も256階調を再現できる
出力解像度が必要です。しかし、出力の解像度が少なければ、仮に150
階調しかなければ、256階調を150階調に凝縮する換算をして出力しな
ければなりません。しかし、その換算は、きれいに割りきれず端数だらけ
になりすので、これを四捨五入したりして、なめらかだった階調を損なう
ことになります。
そもそもデータ自体の階調や精度が十分ではないケースも、かなりあり
ます。それは、＜トラブル8＞“画像にジャギーが目立つ”を参考にし
てください。ここでは出力解像度という点について解説します。

＜基本＞
フィルム出力などの解像度は、線数の16倍以上の密度で出力する。
これは、グラデーションに限らずあらゆる階調があるもの（写真など）
を美しく出力するための基本です。
印刷では網点が集まって画像を再現します。それら一つひとつの網点が、
0～256までの所定の濃度を再現できる必要があります。そのために印
刷の網点の一つずつは、256粒に分かれるさらに小さなドットの集合
で形成されています。（概念図参照）。
この256粒は縦横共16個ずつに配列される概念ですから、出力解像度
には印刷線数の16倍が必要なわけです。

＜ここをチェック＞
階調に段列ができない線数と出力解像度の関係。
数式では
出力解像度＝線数×16

具体的には
100線の場合は1,600dpi以上
150線の場合は2,400dpi以上
175線の場合は2,800dpi以上

となります。

＜Tips＞
一般的な印刷物の種類別線数と出力解像度。
新聞 65～100線 1,040～1,600dpi
モノクロ書籍 100～133線 1,600～2,128dpi
カラー印刷物 150～175線 2,400～2,800dpi
美術印刷物 200～300線 3,200～4,800dpi

ただし、実際にはソフト的な補間により、133線は1,200dpiで出力可
能です。

網点面積 0% 網点面積約10% 網点面積約50% 網点面積100%網点面積約90%

網点の拡大概念図

1つひとつの網点は、さらに細かいドットが集合している。

▼ 175dpi ▼ 72dpi

A A

B B

C C

A

▼ 250dpi ▼ 200dpi

A

B B

C C

▼ 350dpi       GEK-P005
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▲DTP秘訣集（オーバープリント＆トラッピング）

▲DTP秘訣集（解像度関連）

▲（PtとQとmmの換算表・Ptとmmの線の太さスケール）▲DTP資料（外字PostScript出力表）13



DTP秘訣集掲載内容一覧
● DTP向けの基本的なマシン環境
● DTP向けの基本的な作法一覧

実例集
● フォント関連
① 英文フォントが画面表示とPostScript出力で形や大きさ、位置が変わる。
② Macintoshで制作した書類を高解像度出力したら、フォントのせいで出力
できなかったり、出力した文字の形がおかしい。

③ 丸数字や単位などの外字が文字化けしてしまう。
④ レイアウトソフトで[ボールド]の指定をした場合、画面ではそのように表示
されるのに、出力では無視された。

⑤ 文字をアウトライン化したら、文字の太さが変わってしまった。
● オーバープリント＆トラッピング関連
⑥ 印刷したら画面表示と違って、下の色と重なり濁った色になっている部分が
できたり、逆に色の境目に白い部分ができてしまう。

⑦ QuarkXPress上で入力した文字が、出力したら太って潰れる。
● 解像度関連
⑧ 画像にジャギーが目立つ
⑨ グラデーションに階調の段裂がでる。
● 画像関連
⑩ 分版出力をしたら、カラー画像がK版だけにしか出力されない。
⑪ 画面上では切り抜きされているのに、出力したら切り抜きされずに角版で出
力された。

⑫ 別の画像が出力される。
⑬ 画像の位置や大きさが変わって出力される。
● 出力関連
⑭ 画像が正しく出力されない。
⑮ 出力ショップにデータを持ち込む際、貼込み画像を忘れて出力できない。
⑯ 画像を貼込んだIllustratorのファイルを、さらにレイアウトソフトに貼込ん
で出力したら画像が出力されない。

⑰ Illustratorで作成したものを分版出力したら、トンボがK版（墨版）にしか
ついていなかった。

DTPの作法を、実例を基に、トラブル事例、基本、ここをチェック、
Tipsの4段階で解説したDTP秘訣集付き。
ノウハウの学習用にはもちろん、グループ内のDTP作法を統一
する基準として、ご活用いただけます。

DTP資料
● PtとQの文字のサイズ表
● PtとQとmmの換算表
● Ptとmmの線の太さスケール
線の太さスケールは、CTPによる高精度制作のため0.1Ptの線から正確に再
現されています。ページの端に印刷し、他の印刷物などと比較しやすいよう
にしました。

● 文字化けを恐れずにすむ、外字の出力表
外字は、文字化けの恐れがあり、使用することが困難でした。しかし、PS書
体をPSのセッターやプリンターで出力する分には、画面表示がどのように化
けようとも出力結果は統一されています。そこで、PS外字のPS印刷見本を
収録しました。
PS外字のテキストデータをホームページからダウンロードし、ワンルックの
外字の出力表を参照しながら、ご自分のドキュメントにコピー＆ペーストし
て制作すれば、外字も積極的に使用できます。
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